
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安曇野市歌 水と緑と光の郷
さと

 
 

                               作詞 保岡直樹 

作曲 飯沼信義 

 

 

 １  雪を頂く 北アルプスに 

    今日もいきいき 陽が躍る 

    豊かな流れは 大地を拓き 

    息づくいのち 明日を呼ぶ 

    恵みの郷よ 安曇野は 

    水と緑が 光るまち 

 

 ２  祭囃子に みなぎる力 

    はるか歴史を 曳く我ら 

    いにしえ人の 想いをいまに 

    伝え佇む 道祖神 

    ほほえみの郷よ 安曇野は 

    ほっと心が 和むまち 

 

 ３  ケヤキの先の 流れる雲を 

    仰ぐ瞳に やどる夢 

語らい交わす 熱き眼差し 

    この地を創る たくましさ 

希望の郷よ 安曇野は 

ともに未来へ 翔けるまち 

安 曇 野 市 歌 

 

安曇野市歌の音源は、市ホームページからダウンロードい

ただくか、安曇野市図書館の貸し出しによりご利用いただけま

す。また、政策部政策経営課に CD‐R 等の記録媒体をお持

ちいただければ、コピーいたします。事前に下記までご連絡の

上お越しください。 

問：安曇野市役所政策部政策経営課  ℡0263-71-2401 

 

安曇野市ホームページ 

市歌ダウンロードページ 



 

【市章】 安曇野市の「安」の文字を図案化

し、色彩は自然をモチーフにした緑色。デザイ

ンの中央上部の輪は安曇野市民の輪と団

結をイメージしています。 

安曇野市歌 
歌詞カード 

【安曇野市ロゴマーク～朝が好きになる街～】 
 

「安曇野に住んでいて、いちばん好きな時間帯

は？」という問いに、市民の皆さんから「朝」への思

い入れがひと際強いことがフィールド調査から分か

りました。ロゴマークは、安曇野の爽やかな朝をイメ

ージしたデザインを一般公募しました。山々や美しい

水、農産物などの魅力を表現しています。 

安曇野市民憲

安曇野市は、北アルプスの麓（ふもと）に広がり、美しい自

然や豊かな歴史・文化に恵まれたまちです。 

わたしたちは、ここに生きる幸せと誇りをもって、お互いに

尊重し合い、より住みよいまちをつくるために、この憲章を定

めます。 
 

一 自然を愛し、水と緑豊かなまちをつくります 

一 学ぶ心を育て、文化のかおるまちをつくります 

一 思いやりを大切にし、健康であたたかいまちをつくります 

一 働くことを喜び、活力のあるまちをつくります 

一 支えあいの輪を広げ、安全で安心なまちをつくります 

 

将来都市像

北アルプスに育まれ 共に響き合う  

田園産業都市 安曇野 

 

市の花 市の木

市の花「わさび」 （アブラナ科） 

日本一の生産量を誇り、特産品である

「わさび」。清涼な水に育まれ身を寄せ

合って咲く白い花は、安曇野市の美し

い自然のもとで人々が支えあっていく

象徴としてふさわしい花である、として市

の花に選ばれました。 

市の概要

市の木「けやき」 （ニレ科） 

けやきは、安曇野では屋敷林などに

使われ市民にも親しまれています。大

地にしっかり根を張り、幹や枝が天に

向かって堂々と伸びる姿から、安曇野

市の発展の象徴としてふさわしい木で

ある、として市の木に選ばれました。 

安曇野市は長野県のほぼ中央に位置し、北は大町市、松

川村、池田町、生坂村、南は松本市に隣接しています。西

部は雄大な北アルプス連峰がそびえ立つ中部山岳国立公

園の山岳地帯であり、海抜3,000メートル級の象徴的な山々

があります。北アルプスを源とする中房川、烏川、梓川、高

瀬川などが合流する東部は、海抜500から700メートルのお

おむね平坦な複合扇状地になっています。 

谷
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山折り ① 


